
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅰ章 大気汚染の概況 
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第１節 大気汚染の現状 

 

  神奈川県では、大気汚染の状況を科学的かつ的確に把握するため、大気汚染防止法の政令市である

横浜市、川崎市、横須賀市、平塚市、藤沢市及び相模原市と協力して、大気汚染物質である二酸化窒

素、浮遊粒子状物質、光化学オキシダント、二酸化硫黄及び一酸化炭素等の常時監視を行っている。

平成 16 年 3 月末現在、県内には一般環境大気測定局 61 ヶ所、自動車排出ガス測定局 31 ヶ所、移動測

定局１ヶ所、立体気象観測局 2ヶ所の計 95 ヵ所の常時監視測定局が設置されている。 

 

１．１ 常時監視測定結果の概要  

 平成 15 年度の常時監視測定結果の概要は次のとおりである。 

 

(1) 一般環境大気測定局（61 局:市街地、住宅地等の生活環境における大気を測定） 

物  質 
環境基準 

達成状況 
年平均値 概      況 

二酸化窒素 

(NO2) 

61 局中 

61 局 

(100%) 

0.025ppm 

すべての測定局で環境基準を達成した。年平均値

は 14 年度（0.026ppm）と比較して低下している。

 

浮遊粒子状物質

(SPM) 

61 局中 

45 局注 1)

(73.8%)  

0.029mg/m3
環境基準達成率は、14 年度(56.7%)と比較して大幅

に上昇している。年平均値は14年度（0.031ppm）と

比較して低下している。 

光化学 

オキシダント 

(Ox) 

60 局中 

0 局 
0.040ppm注2)

すべての測定局で環境基準を達成しなかった。光

化学スモッグ注意報の発令日数は６日(14 年度は

11 日)であった。 

二酸化硫黄 

(SO2) 

60 局中 

60 局注 1)
0.005ppm 

昭和55年度からすべての測定局で環境基準を達成

している。年平均値は 14 年度（0.005ppm）から横

ばいの状態である。 

一酸化炭素 

(CO) 

5 局中 

 5 局 
0.5ppm 

昭和48年度からすべての測定局で環境基準を達成

し、年平均値も低い濃度で推移している。 

注 1）長期的評価(p5 1.2.1(2)環境基準達成評価方法の欄を参照) 

注 2）昼間の日最高１時間値の年平均値 

 

(2) 自動車排出ガス測定局（31 局:自動車の影響を受ける主要道路沿道の大気を測定） 

物  質 
環境基準 

達成状況 
年平均値 概      況 

二酸化窒素 

(NO2) 

31 局中 

 23 局 

(74.2%) 

0.036ppm 

環境基準達成率は、14年度(61.3%)と比べて大幅に

上昇し、過去最も高い。年平均値は 14 年度

(0.037ppm)と比較して低下している。 

浮遊粒子状物質

(SPM) 

31 局中 

15 局(注) 

(48.4%) 

0.036mg/m3
環境基準達成率は、14 年度(23.3%)と比べて大幅に

上昇している。年平均値は 14 年度（0.039ppm）と

比較して低下している。 

一酸化炭素 

(CO) 

22 局中 

 22 局 
0.8ppm 

昭和57年度からすべての測定局で環境基準を達成

し、年平均値も低い濃度で推移している。 

注）長期的評価（p5 1.2.1(2)環境基準達成評価方法の欄を参照) 
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１．２ 環境基準等とその達成評価方法  

  環境基準は、環境基本法第 16 条に基づき、人の健康を保護し、及び生活環境を保全する上で維持されるこ

とが望ましい基準として定めている。 

また、光化学オキシダントの生成防止や環境中の有害大気汚染物質による健康リスクの低減を図るため、行

政上の目標等として指針値が定められている。 

 

１．２．１ 連続監視の対象となっている物質の環境基準等 

(１) 連続監視の対象となっている汚染物質の環境基準及び指針値は次のとおりである。 

 項 目 ・ 告示日 環 境 基 準 ・ 指 針 値 

二酸化窒素  （ＮＯ２） 

昭和53年７月11日 

１時間値の１日平均値が0.04ppmから0.06ppmまでのゾーン内又は

それ以下であること。 

浮遊粒子状物質（ＳＰＭ） 

昭和48年５月８日 

１時間値の１日平均値が0.10mg/m3以下であり、かつ、１時間値が

0.20mg/m3以下であること。 

二酸化硫黄   （ＳＯ2） 

昭和48年５月16日 

１時間値の１日平均値が0.04ppm以下であり、かつ、１時間値が0.

1ppm以下であること。 

一酸化炭素   （ＣＯ） 

昭和48年５月８日 

１時間値の１日平均値が10ppm以下であり、かつ、１時間値の８時

間平均値が20ppm以下であること。 

光化学ｵｷｼﾀﾞﾝﾄ （Ｏx） 

昭和48年５月８日 
１時間値が0.06ppm以下であること。 

非ﾒﾀﾝ炭化水素（ＮＭＨＣ） 

昭和51年８月13日※ 
指針 

光化学オキシダントの日最高１時間値0.06ppmに対応する

午前６時から９時までの非メタン炭化水素の３時間平均

値は、0.20ppmCから0.31ppmCの範囲にある。 

注： 

1)二酸化窒素（ＮＯ２）が幅をもって示されていることについて 

汚染レベルに地域差があり、幅を持った環境基準の設定が窒素酸化物の着実な推進のために適切と

判断されたためである。地域の指定は、昭和 54 年８月７日付け環大企第 310 号環境庁大気保全局長通

知で示されている。 

① １時間値の１日平均値が 0.06ppm を超える地域にあっては、当該地域のすべての測定局において

0.06ppm が達成されるよう努めるものとし、その達成期間は原則として７年以内とする。 

② １時間値の１日平均値が 0.04ppm から 0.06ppm までのゾーン内にある地域にあっては、原則として、

このゾーンにおいて、現状程度の水準を維持し、又はこれを大きく上回ることとならないように努め

るものとする。 

③ １時間値の１日平均値が 0.04ppm 以下の地域にあっては、原則として 0.04ppm を大きく上回らないよ

う防止に努めるものとする。 

2)浮遊粒子状物質（ＳＰＭ）について 

  大気中に浮遊する粒子状物質であって、その粒径が 10μｍ（μｍ＝10ｰ 6ｍ）以下のものをいう。 

3) 非メタン炭化水素の指針値について 

中央公害対策審議会の答申を基に「光化学オキシダントの生成防止のための大気中炭化水素濃度の指針

について」(S51.８.13)により示されている。 
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(２) 環境基準達成評価方法は、比較的に濃度の高い短時間暴露と低濃度の長時間暴露による影響に基づいて環

境省通知に定められている。 

ＮＯ２

年間にわたる日平均値につき、測定値の低い方から98%に相当するものが0.06ppm 

以下であること。 

   注：県の目標値は、年平均値が0.02ppm以下であること。   
＜長期的評価＞ 年間にわたる日平均値につき、測定値の高い方から２%の範囲内にあ

るものを除外した日平均値が0.10mg/m3以下であり、かつ、年間を通じ

て日平均値が0.10mg/m3を超える日が２日以上連続しないこと。 ＳＰＭ 
＜短期的評価＞ 日平均値がすべての有効測定日で0.10mg/m3以下であり、かつ、１時

間値が0.20mg/m3以下であること。 

＜長期的評価＞ 年間にわたる日平均値につき、測定値の高い方から２%の範囲内にあ
るものを除外した日平均値が0.04ppm以下であり、かつ、年間を通じて

日平均値が0.04ppmを超える日が２日以上連続しないこと。 ＳＯ2

＜短期的評価＞ 日平均値がすべての有効測定日で0.04ppm以下であり、かつ、１時間

値が0.1ppm以下であること。 

＜長期的評価＞ 年間にわたる日平均値につき、測定値の高い方から２%の範囲内にあ
るものを除外した日平均値が10ppm以下であり、かつ、年間を通じて日

平均値が10ppmを超える日が２日以上連続しないこと。 
ＣＯ 

＜短期的評価＞ 日平均値がすべての有効測定日で10ppm以下であり、かつ、８時間平

均値(*)が20ppm以下であること。  

  *:24時-8時、8時-16時、16時-24時までの時間帯の平均値をいう。 

Ｏx 環境基準に同じ。 
      有効測定日：１日 20 時間以上１時間値が測定された日をいう。 

 

１．２．２ 連続監視の対象となっていない物質の環境基準等 

(１) 連続監視の対象となっていない有害大気汚染物質の環境基準及び指針値は次のとおりである。 

 項 目 ・ 告示日 環 境 基 準 ・ 指 針 値 

ベンゼン 

平成９年２月４日 
年平均値が0.003mg/m3以下であること。 

トリクロロエチレン 

平成９年２月４日 
年平均値が0.2mg/m3以下であること。 

テトラクロロエチレン 

平成９年２月４日 
年平均値が0.2mg/m3以下であること。 

ジクロロメタン 

平成13年４月20日 
年平均値が0.15mg/m3以下であること。 

ダイオキシン類 

平成11年12月27日 
年間平均値が0.6pg-TEQ/m3以下であること。 

アクリロニトリル 

平成15年９月30日 
指針 年平均値が２μg/m3以下であること。 

塩化ビニルモノマー 

平成15年９月30日 
指針 年平均値が10μg/m3以下であること。 

水  銀 

平成15年９月30日 
指針 年平均値が0.04μg Ｈｇ/m3以下であること。 

ニッケル化合物 

平成15年９月30日 
指針 年平均値が0.025μg Ｎｉ/m3以下であること。 

注： 

1) アクリロニトリル、塩化ビニルモノマー、水銀及びニッケル化合物の指針値について 

中央環境審議会の答申「今後の有害大気汚染物質対策のあり方について（第７次答申）(H15.７.31)

により示されている。 
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１．３　環境基準達成状況
（１） 一般環境大気測定局

測定年度

No. 測　定　局
Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

1 鶴見区潮田交流プラザ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

2 鶴見区生麦小学校 ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

3 神奈川総合庁舎 ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

4 神奈川県庁 ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ △ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■

5 中区加曽台 ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

6 中区本牧 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■ ■ △ ○ ■

7 西区平沼小学校 ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

8 南区横浜商業高校 ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

9 保土ケ谷区桜丘高校 ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

10 磯子区総合庁舎 ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

11 金沢区長浜 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

12 港北区総合庁舎 ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

13 戸塚区汲沢小学校 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

14 港南区野庭中学校 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

15 旭区鶴ケ峯小学校 ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■

緑区都田中学校 ○ ■ ○ ■

16 緑区三保小学校 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

17 瀬谷区南瀬谷小学校 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

18 栄区犬山小学校 ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

19 泉区総合庁舎 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

20 青葉区総合庁舎 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

21 都筑区総合庁舎 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

22 川崎市公害監視センター ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■

23 大師健康ブランチ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

24 田島健康ブランチ ■ ■ △ ○ ■ ■ ■ △ ○ ■ ■ ■ △ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■

25 幸区役所保健福祉センター ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ △ ■

26 中原区役所保健福祉センター ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

27 高津区生活文化会館 ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■

28 登戸小学校（多摩区） ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

29 宮前区鷺沼プール ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■ ○ ■

30 麻生区弘法松公園 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

31 横須賀市役所 ■ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ■ △ ○ ○ ■

32 横須賀市追浜行政センター ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

33 横須賀市久里浜行政センター ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■

34 横須賀市西行政センター ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■

平成6年 平成10年平成9年平成8年平成7年

注１）番号がない測定局は廃止された局を表す。

注２）○  NO２、OXについては環境基準を達成している。SPM、SO２、COについては（短期及び長期）環境基準を達成してい

る。
注３）△  SPM、SO２、COについて環境基準の長期的評価は達成しているが短期的評価は達成していない。

注４）■  NO２、OXについては環境基準を達成しておらず、SPM、SO２、COについては環境基準（短期及び長期）を達成して

いない。

注５）＼   測定しているが、測定時間が評価可能条件に満たない項目を表す。

注６）空欄は測定していない項目を表す。
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Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

測　定　局 No.

○ △ ○ ■ ■ ■ △ ■ ■ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■鶴見区潮田交流プラザ 1

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■鶴見区生麦小学校 2

■ △ ○ ■ ■ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ■ ○ ■神奈川総合庁舎 3

■ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ■ ■ △ ■ ■ ■ △ ■ ○ △ ○ ■神奈川県庁 4

■ △ ○ ○ ■ △ ■ △ △ ■ △ △ ○ △ ○ 中区加曽台 5

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■中区本牧 6

■ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ■ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■西区平沼小学校 7

○ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■南区横浜商業高校 8

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■保土ケ谷区桜丘高校 9

■ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ △ ○ ■磯子区総合庁舎 10

○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ ○ ■金沢区長浜 11

■ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■港北区総合庁舎 12

○ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■戸塚区汲沢小学校 13

○ ○ ○ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■港南区野庭中学校 14

○ ○ ○ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■旭区鶴ケ峯小学校 15

緑区都田中学校

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■緑区三保小学校 16

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■瀬谷区南瀬谷小学校 17

○ ○ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■栄区犬山小学校 18

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■泉区総合庁舎 19

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■青葉区総合庁舎 20

○ △ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ ○ ■ ○ △ ○ ■都筑区総合庁舎 21

■ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ■ ■ △ ○ ■ ■ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■川崎市公害監視センター 22

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■大師健康ブランチ 23

○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ○ ■ △ ○ ■ ■ ■ △ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■田島健康ブランチ 24

■ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ ○ ■幸区役所保健福祉センター 25

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■中原区役所保健福祉センター 26

○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ○ ■ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■高津区生活文化会館 27

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■登戸小学校（多摩区） 28

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■宮前区鷺沼プール 29

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■麻生区弘法松公園 30

○ △ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ ■ ■ △ △ ○ ■ ○ ■ △ ○ ■ ○ △ △ ○ ■横須賀市役所 31

○ △ ○ ■ ○ ○ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■横須賀市追浜行政センター 32

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ○ △ ■横須賀市久里浜行政センター 33

○ △ ■ ○ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■横須賀市西行政センター 34

平成12年平成11年 平成13年 測定年度平成15年平成14年
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測定年度

No. 測　定　局
Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

35 横須賀市衣笠行政センター ○ ■ ○ ■ ○ ○ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

36 鎌倉市役所 ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

37 逗子市役所 ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

38 三浦市三崎中学校 ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■

39 相模原市役所 ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ ■

40 相模原市相模台 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

41 相模原市橋本 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

42 相模原市田名

厚木市役所 ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ■

43 厚木市役所分庁舎

44 大和市役所 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

45 海老名市役所 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■

旧座間市役所 ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■

46 座間市役所 ○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ■ ○ △ ○ ■

47 綾瀬市役所 ○ ■ ■

48 愛川町角田 ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■

49 平塚市役所 ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ＼ ■ ○ △ ○ ■

50 平塚市神田小学校

51 平塚市旭小学校

52 藤沢市役所 ■ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■

53 藤沢市湘南台文化センター ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■

54 藤沢市御所見小学校 ○ ■ ○ ■

55 藤沢市明治市民センター

56 茅ケ崎市役所 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■

57 秦野市役所 ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■

58 伊勢原市役所 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ＼ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■

南足柄市役所 ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■

59 南足柄市生駒

60 小田原市役所 ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ＼ ■ ○ ■ ○ ■

61 津久井町中野 ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ■

52 52 52 14 51 54 54 54 14 53 54 53 54 14 53 55 55 55 12 54 57 57 56 10 56

達成又は短期・長期共達成「○」34 0 51 14 0 44 1 53 14 0 42 2 51 14 0 40 1 55 12 0 37 3 55 10 0

短期未達成、長期達成「△」 － 3 1 0 － － 13 1 0 － － 15 3 0 － － 20 0 0 － － 16 1 0 －

未達成「■」 18 49 0 0 51 10 40 0 0 53 12 36 0 0 53 15 34 0 0 54 20 38 0 0 56

測定局数

平成9年 平成10年

環
境
基
準

平成6年 平成7年 平成8年

注５）＼   測定しているが、測定時間が評価可能条件に満たない項目を表す。

注６）空欄は測定していない項目を表す。

注１）番号がない測定局は廃止された局を表す。

注２）○  NO２、OXについては環境基準を達成している。SPM、SO2、COについては（短期及び長期）環境基準を達成してい

る。

注３）△  SPM、SO2、COについて環境基準の長期的評価は達成しているが短期的評価は達成していない。

注４）■  NO2、OXについては環境基準を達成していない。SPM、SO2、COについては環境基準（短期及び長期）を達成して

いない。
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Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｓ
Ｏ
２

Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｘ

測　定　局 No.

○ △ ○ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ △ △ ■横須賀市衣笠行政センター 35

○ ○ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ■鎌倉市役所 36

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ △ ■逗子市役所 37

○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■三浦市三崎中学校 38

○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ○ ■ △ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■相模原市役所 39

○ ■ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■相模原市相模台 40

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■相模原市橋本 41

○ ■ ○ ■ ○ ○ ○ ■相模原市田名 42

○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ 厚木市役所

○ ○ ○ ■厚木市役所分庁舎 43

○ ○ ○ ■ ○ ○ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■大和市役所 44

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■海老名市役所 45

旧座間市役所

○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■座間市役所 46

○ ○ ■ ○ △ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ △ ■綾瀬市役所 47

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ○ ■愛川町角田 48

○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ■平塚市役所 49

○ ■ ○ ○ ○ ○ ■平塚市神田小学校 50

○ ■ ○ ○ ○ ○ ■平塚市旭小学校 51

○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■藤沢市役所 52

○ △ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■ ○ ■ △ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ■ ○ △ ○ ○ ■藤沢市湘南台文化センター 53

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ △ ■ ○ △ ○ ■藤沢市御所見小学校 54

○ ■ ○ ■藤沢市明治市民センター 55

○ △ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ △ ○ ■茅ケ崎市役所 56

○ △ ○ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ○ △ △ ○ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■秦野市役所 57

○ △ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ △ ○ ■伊勢原市役所 58

○ ○ ○ ■ 南足柄市役所

＼ ＼ ＼ ＼ ○ △ △ ■ ○ ○ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■南足柄市生駒 59

○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ○ ○ ■小田原市役所 60

○ ○ ○ ■ ○ △ △ ■ ○ ■ △ ■ ○ △ ○ ■ ○ ○ ○ ■津久井町中野 61

57 57 55 10 56 57 57 55 10 56 57 57 56 8 56 60 60 59 5 57 61 61 60 5 60

49 13 55 10 0 55 7 6 10 0 51 5 4 8 0 56 9 39 5 0 61 15 50 5 0

－ 40 0 0 － － 34 49 0 － － 28 52 0 － － 25 20 0 － － 30 10 0 －

8 4 0 0 56 2 16 0 0 56 6 24 0 0 56 4 26 0 0 57 0 16 0 0 60

平成15年平成11年 平成12年 平成13年 平成14年 測定年度
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（２） 自動車排出ガス測定局

測定年度

No. 測　定　局
Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

1 鶴見区下末吉小学校 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

2 西区浅間下交差点 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

3 磯子区滝頭 ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■ ■

4 戸塚区矢沢交差点 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

5 港南中学校 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

6 旭区都岡小学校 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

7 青葉台 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

8 環境都筑工場前 ■ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ■

9 川崎市庁舎前 ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○

川崎区新川通り交差点 ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○

10 川崎区池上新田公園前 ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

11 川崎区日進町

12 幸区遠藤町交差点 ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○

13 中原平和公園 ■ ○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

14 高津区二子 ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ○ ■ ■ ○

15 多摩区本村橋 ○ ○ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

宮前区馬絹 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ■ ○

16 宮前平駅前

17 麻生区柿生 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

18 横須賀市小川町 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○

19 鎌倉市滑川 ■ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○

20 新逗子駅前 ■ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○

21 相模原市淵野辺十字路 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

22 相模原市上溝 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

23 厚木市金田神社 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○

24 国設厚木

25 大和市深見台交差点 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ △ ○ ■ △ ○ ■ △ ○

26 平塚市松原歩道橋 ■ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○

27 藤沢橋 ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○

28 茅ケ崎駅前交差点 ■ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○

29 秦野市本町 ○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○

30 伊勢原市谷戸岡公園 ○ ■ ○ ■ ■ ○

31 小田原市民会館 ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○

29 20 27 29 21 27 29 22 27 30 24 28 30 25 28

達成又は短期・長期共達成「○」 5 0 27 9 0 27 9 0 27 11 0 28 6 0 28

短期未達成、長期達成「△」 － 3 0 － 2 0 － 5 0 － 4 0 － 3 0

未達成「■」 24 17 0 20 19 0 20 17 0 19 20 0 24 22 0

注５）＼   測定しているが、測定時間が評価可能条件に満たない項目を表す。

注６）空欄は測定していない項目を表す。

注１）番号がない測定局は廃止された局を表す。
注２）○  NO２については環境基準を達成している。SPM、COについては（短期及び長期）環境基準を達成している。

注３）△  SPM、COについて環境基準の長期的評価は達成しているが短期的評価は達成していない。

注４）■  NO２については環境基準を達成しておらず、SPM、COについては環境基準（短期及び長期）を達成していない。

測定局数
環
境
基
準

平成6年 平成7年 平成8年 平成9年 平成10年
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Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

Ｎ
Ｏ
２

Ｓ
Ｐ
Ｍ

Ｃ
Ｏ

測　定　局 No.

■ △ ○ ■ △ ○ ■ ○ ○ ■ ■ ○ ○ ■ 鶴見区下末吉小学校 1

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ 西区浅間下交差点 2

■ △ ■ △ ■ △ ■ ■ ■ △ 磯子区滝頭 3

○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ 戸塚区矢沢交差点 4

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ 港南中学校 5

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ○ ○ ○ ■ ○ 旭区都岡小学校 6

■ △ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ○ △ ○ 青葉台 7

○ △ ○ △ ○ ■ ○ ■ ○ △ 環境都筑工場前 8

■ ○ ■ ■ ＼ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ 川崎市庁舎前 9

■ △ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ 川崎区新川通り交差点

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ 川崎区池上新田公園前 10

○ ■ ○ 川崎区日進町 11

■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ 幸区遠藤町交差点 12

■ △ ○ ○ △ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ■ 中原平和公園 13

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ 高津区二子 14

○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ 多摩区本村橋 15

○ ○ ○ ■ ○ 宮前区馬絹

■ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ 宮前平駅前 16

○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ■ 麻生区柿生 17

○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ■ △ ○ 横須賀市小川町 18

○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ＼ ○ ○ △ ○ 鎌倉市滑川 19

○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ 新逗子駅前 20

■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ △ ○ 相模原市淵野辺十字路 21

○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ 相模原市上溝 22

○ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ ■ ■ ○ 厚木市金田神社 23

○ ■ ○ ○ ■ ○ 国設厚木 24

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ 大和市深見台交差点 25

○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ 平塚市松原歩道橋 26

○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ 藤沢橋 27

○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ 茅ケ崎駅前交差点 28

○ △ ○ ○ ■ ○ ■ ■ ○ ○ ■ ○ ○ △ ○ 秦野市本町 29

○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ 伊勢原市谷戸岡公園 30

○ △ ○ ○ △ ○ ○ △ ○ ○ ■ ○ ○ ○ ○ 小田原市民会館 31

30 27 28 30 30 27 30 30 28 31 30 27 31 31 22

17 1 28 17 1 27 14 1 28 19 2 27 23 2 22

－ 17 0 － 13 0 － 7 0 － 5 0 － 13 0

13 9 0 13 16 0 16 22 0 12 23 0 8 16 0

測定年度平成13年 平成14年 平成15年平成11年 平成12年



12

１．４　環境基準達成率の推移

１．４．１　ＮＯ２の環境基準達成率の推移（長期的評価）

年度 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

測定局数 52 54 54 55 57 57 57 57 60 61

環境基準達成局数 34 44 42 40 37 49 55 51 56 61

環境基準達成率（％） 65.4 81.5 77.8 72.7 64.9 86.0 96.5 89.5 93.3 100

測定局数 29 29 29 30 30 30 30 30 31 31

環境基準達成局数 5 9 9 11 6 17 17 14 19 23

環境基準達成率（％） 17.2 31.0 31.0 36.7 20.0 56.7 56.7 46.7 61.3 74.2

１．４．２　ＳＰＭの環境基準達成率の推移（長期的評価）

年度 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

測定局数 52 54 53 55 57 57 57 57 60 61

環境基準達成局数 3 14 17 21 19 53 41 33 34 45

環境基準達成率（％） 5.8 25.9 32.1 38.2 33.3 93.0 71.9 57.9 56.7 73.8

測定局数 20 21 22 24 25 27 30 30 30 30

環境基準達成局数 3 2 5 4 3 18 14 8 7 13

環境基準達成率（％） 15.0 9.5 22.7 16.7 12.0 66.7 46.7 26.7 23.3 43.3

自動車
排出ガス
測定局

一般環
境大気
測定局

　15年度は一般環境大気測
定局の全局で環境基準を達
成した。また、自動車排出
ガス測定局も74.2％の達成
率となり、年々改善傾向に
ある。４年度の自動車NOx法
や７年度以降の軽油使用量
の減少、年次毎の自動車単
体規制等の影響が考えられ
る。

一般環
境大気
測定局

自動車
排出ガス
測定局

　環境基準達成率は、10年
度以前で低く、11年度以降
で比較的高くなっている。
これは11年に成立したダイ
オキシン類対策特別措置法
による焼却炉の規制や
ディーゼル車排ガスの改
善、軽油の消費量の減少等
の影響が考えられる。
　15年度は前年度と比べる
と達成率は上昇している。
　なお、15年10月1日から
「神奈川県生活環境の保全
等に関する条例」に基づ
き、県内を運行するディー
ゼル車を対象に運行規制を
行っている。

0

20

40

60

80

100

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

年度

達
成
率
（
％
）

一般環境大
気測定局

自動車排出
ガス測定局

0

20

40

60

80

100

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

年度

達
成
率
（
％
）

一般環境大
気測定局

自動車排出
ガス測定局



13

１．４．３　ＳＯ２の環境基準達成率の推移

　昭和55年度から全局で長期的評価による環境基準を達成している。

１．４．４　ＣＯの環境基準達成率の推移

１．４．５　ＯＸの環境基準達成率の推移

　全局で環境基準を達成していない。

　短期的評価による環境基準については、達成していない局は11年度までは0～3局で推
移していたが、12年度は49局、13年度は52局と増加した。これは、三宅島火山の噴火の
影響である。14年度は20局、15年度は10局に減少しており、火山活動の影響は少なく
なっていると考えられる。

　一般環境大気測定局では昭和48年度から、自動車排出ガス測定局では昭和57年度から
全局で環境基準を達成している。
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２．１ 燃料油販売実績の推移

燃料油とは、ガソリン、ジェット燃料油、灯油、軽油、重油であり、ナフサは除く。

年度 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
燃 料 油 万ｋｌ 953 955 914 943 884 842 868 849 870 866
ガソリン 万ｋｌ 272 280 281 283 287 286 308 312 319 329
軽 油 万ｋｌ 193 206 201 193 183 176 184 181 173 164
灯 油 万ｋｌ 156 161 151 147 136 159 162 167 170 165
重 油 万ｋｌ 327 304 278 316 272 215 211 186 203 203

（出典：石油連盟  石油資料月報）

２．２　ばい煙発生施設の設置状況 （地区別）

年度推移 地区別 （平成16年3月31日現在）

横浜 3,534 35.7 1,404 39.5
川崎 1,540 15.6 498 14.0

横須賀
・三浦

615 6.2 237 6.7

県央 1,679 17.0 577 16.3
湘南 1,694 17.1 472 13.3
足柄上 169 1.7 68 1.9
西湘 599 6.0 256 7.2
津久井 73 0.7 39 1.1

合計 9,903 100 3,551 100

６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５
10,238 10,225 10,309 10,297 10,218 10,324 10,268 10,197 9,749 9,903
3,817 3,790 3,765 3,732 3,772 3,825 3,765 3,803 3,449 3,551

（神奈川県大気水質課調べ）

第２節　　大気汚染に関する燃料油販売実績等の概況

　ガソリン販売実績は年々増
加しているが、軽油は７年度
をピークに減少傾向にある。
重油については10年間で38%
減少している。

年度
施設数

工場・事業場数

地 区 （％）施設数
工場事
業場数

（％）

　県内の大気汚染の固定発生源は、大気汚染防止法の規制対象となっているばい煙発生施設数と、同
法の対象工場・事業場数はともに長期的にみると減少しているが、15年度は14年度と比較すると若干
増加している。
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２．３　工業製造品出荷額の推移

(億円)
年 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５ ※15年度は速報値
出荷額 237,998 241,438 244,160 249,374 229,793 213,177 217,276 199,100 179,637 187,454

（出典：神奈川県工業統計調査結果報告）

２．４　自動車保有台数の推移

（万台）
年度 ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

360 367 374 377 379 382 386 389 392 393
235 240 245 250 253 255 259 261 264 268
54 54 54 53 51 48 47 44 39 33

＊台数は、千台以下切り捨て。 （出典：（財）自動車検査登録協力会調べ）

＊ガソリン車、ディーゼル車の台数には、軽自動車、二輪車の数を含まない。

ガソリン車
ディーゼル車

　ガソリン車保有台数は増加
しているが、ディーゼル車保
有台数は７年度以降減少して
いる。

自動車

　神奈川県における工業製造品出荷
額は９年度以降は減少していたが、
15年度は14年度と比較して増加して
いる。

※15年度は
　速報値
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３．１　階級別風速の推移（換算風速）

一般環境大気測定局

（％）
６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １３ １４ １５

０ ～ 1.0 (m/s) 19.4 19.1 17.7 16.5 18.9 16.2 18.3 18.2 16.5 16.9
1.1 ～ 3.0 (m/s) 50.3 50.9 53.1 52.0 51.3 50.7 49.9 51.0 48.3 50.4
3.1 ～ 5.0 (m/s) 22.5 21.5 21.4 22.6 21.4 23.1 22.5 22.3 24.5 23.4
5.1 ～ 8.0 (m/s) 6.9 7.2 6.6 7.6 6.8 8.4 8.0 7.3 9.2 7.8
8.1  ～ (m/s) 0.8 1.3 1.2 1.4 1.6 1.6 1.3 1.2 1.5 1.5
平均風速 (m/s) 2.53 2.71 2.73 2.64 2.54 2.68 2.58 2.56 2.75 2.63

0.96 1.03 1.04 1.00 0.96 1.02 0.98 0.97 1.04 1.00

３．２　風速の月別推移（換算風速平均値）

（m/s）
月 ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ １ ２ ３

　１５年度 3.4 2.6 2.5 2.3 2.7 2.7 2.5 2.5 2.3 2.4 2.6 3.0
　前９年間平均 2.9 2.7 2.5 2.8 2.6 2.5 2.4 2.4 2.4 2.6 2.7 3.1

　15年度における月平均風速
は前９年間平均値に比較して
５～７、１２～３月で同等又
はやや小さくなっていたが、
その他の月は大きくなってお
り、特に４月で大きくなって
いる。一般的に、風速は大気
安定度とも関連があり、大気
が不安定なほど風速は強い傾
向にあり、大気汚染物質濃度
は拡散されやすくなり濃度は
低くなる。

第３節　大気汚染に関わる気象概況

   一般環境大気測定局全局における風速を地上１０ｍの風速に換算したもの
の出現頻度の百分率を図及び表に示す。

   一般環境大気測定局全局における風速を地上10mの風速に換算したものの
月毎の平均値について15年度及び前９年間に分けて図及び表に示す。

10年間の平均風
速に対する比

　各階級の風速の出現割合
は、年度によって若干異なる
ものの大きな違いは見られな
い。
　15年度の年平均風速は、10
年間の平均値に等しい。
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